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①ヽ

―

十

二
日
に
移
転

し
ま

し
た

―

昨
年
九
月
か
ら
旧
脇
元
中
学
陵
北
側
に

建
設
中
だ

っ
た
脇
元
小
学
校
は
■
の
ほ
ど

完
成
し
十
二
日
移
転
し
ま
し
た
。
脇

几
小

学
校
は
明
治
九
年
に
伸
．築
さ
れ
た
木
造
技

舎
の
た
め
考
朽
化
が
ひ
ど
く
、
そ
の
う
え

海
か
ら
直
接
吹
き

つ
け
る
氏
が
強
く
、
早

く
か
ら
移
転
新
築
が

の
ぞ
ま
れ
て
」
ま
し

規
模
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
姓
て

の
べ
而
積

一
、
二
三
九
平
方
Ｍ
で
、
普
通

教
室
六
、
特
別
教
室
二
、
の
ほ
か
職
員
室

二
、
音
楽
室
、
保
健
室
二
、
の
ほ
か
職
員

室
、
音
楽
下
、
図
書
室
、
給
食
軍
な
ど
か

ら
な

っ
て
い
ま
す
。

工
費
は
五
千
六
百
五
十
五
万
八
千
円
。

ま
た
量
内
体
育
館
は
鉄
骨
平
量
建
て
、
四

ＩＴ‐
六
平
方
層
、
正
費
は

一
千
六
百
四
万
九

会
長
）
が
奉
仕
し
、
学
校
側
か

ら
大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な

さ
ん
は
、
ト
ラ

ツ
ク
六
台
を
無

料
で
提
供
し
た
ほ
か
会
員
が
総

出
で
机
、
椅
子
、
書
庫
な
ど
の

運
搬
作
業
を
奉
仕
し
ま
し
た
。

作
業
は
機
動
力
を
フ
ル
に
活

用
し
た
た
め
午
前
中
で
終
わ
り

（
写
真
―
立
派
に
で
き
あ
が

つ
た
脇
元
小
学
校
校
舎

）

子
ど
も
会
を
再
認
識
し
よ
う

移
転
作
業
に
協
力

硼
翫
Ａ′Ｊ、

協
元
小
学
校
の
新
築

に
と
も

ま
し
た
が
、

こ
の
移
転
作
業
に

な
う
移
転
は
十
二
日
行
な
わ
れ

同
性
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
島
西
敬
太
郎

お 村

地 今
籍 年
調 度

婁 発
業 地
を 区

簡
易
水
道
加
入
中
し
込
み
を

脇
元

・
磯
松
地
区
は
二
カ
年
で
布
設

村
で
は
本
年
度
か
ら
五
カ
年

に
つ
き
四
〇
円
。　
　
　
　
　
　
毎
月
二
十
五
日
‐■
メ
ー
タ
ー
の

間
て
全
地
域
に
簡
易
水
道
の
布

　

△
メ
ー
タ
ー
使
用
料
＝

一
カ

検
針
を
行
な
い
、
そ
の
日
の
属

設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。　
　
月
に
つ
き

一
三
ミ
リ
層
で
四
〇

す
る
月
分
と
し
て
算
定
し
料
金

さ
し
あ
た

っ
て
本
年
度
は
脇

円
。
二
〇

ミ
リ
層
で
六
〇
円
。
　
の
徴
収
は
翌
月
の

一
日
か
ら
五

元
、
磯
松
地
区

へ
布
設
す
る
こ
　
　
メ
ー
タ
ー
は
村
が
設
置
し
て

日
ま
で
に
行
な
い
ま
す
。

と
と
し
、
七
月
ご
ろ
着
工
、
四

水
道
の
使
用
者
ま
た
は
、
管
理

　

水
請
だ

つ
い
て
わ
か
ら
な
い

十
八
年
六
月
ご
ろ
給
水
の
予
定

ノ、
、
給
水
装
置
の
所
市
者
に
保

）
一と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
建
設

で
い
ま
、
建
設
課
で
計
画
書
を

管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
課
ま
た
は
指
定
業
者

へ
お
た
ず

作
成
中
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
△
検
針
と
料
金
に
つ
い
て
＝

ね
く
だ
さ
い
。

す
で
に
給
水
を
行
な

っ
て
い

る
相
内
地
区
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
協
元
、
磯
松
地
区
で
簡
易

水
道

へ
加
入
し
た
い
方
は
、
役

場
建
設
課
か
村
が
指
定
し
て
い

る
業
者

（
佐
藤
電
気
商
会
、
丸

葉
電
気
商
会
、
越
野
商
店
、
松

江
水
道
）
へ
中
し
込
ん
で
く
だ

水
道
料
金
そ
の
他
は
次
の
と

お
り
で
す
。

△

一
般
用
基
本
料
金
＝

一
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
網

Ｈ
劇
ザ
義
〃

略
鰐
翻薇剛「却だ鷹翡

彎
偏

趾

②

も
会

さ
え
あ

り
ま
十
。

子
ど

も
を
自

然
あ

ま
ま
枚
任

し

て

お

い
た
場
合

の
仕
陵
性
を
考

え

て
入
た

と
き
、

方
針
に
追
い
ま
く
ら
れ
身
心

共
‐■
ひ
弱
‐■
な
り
Ｈ
主
性
も

な
く
な
―，
、
ま
た
交
友
関
係

も
う
す
れ
て
集
団
生
活
に
つ

か
れ
や
す
く
規
律
を
守
れ
な

三
、
交
通
事
故
、
水
の
事

故
、
火
遊
び
、
誘

か
い
　
た

現
地
調
査

（
一
筆
調
査

）
１１

一
筆

調
査

の
際

は
、

と
が
必
要
Ｌ
な

っ
て
く
る
わ

け
で
す
。
そ
二
て
子
ど
も
を

持
つ
親
と
し
て
、
も
う

一
度

子
ど

も
会

の
必
要
性

を
考

え
、
よ
い
子
ど
も
会
の
組
識

、つ
ノ
、り
に
つ
い
て
事
フ
えヽ
て
見

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
ル
一思
い
ま
す
。

今
ま
て
の
土
地
台
帳
や
分
限

一

国
は
、
明
治
時
代
に
測
量
し
た

一

―
の
で
、
現
地
七

一
致
し
な
い

一

調
査
・』
よ

っ
て
現
在
の
正
し
い

一

姿

」̈
改
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、　
一

二
の
調
査
に
よ
っ
て
生
ず
る
情

一

一、
ん
の
上
地
の
面
積
の
変
更
、　
一

分
台
筆
等
を
代
位
登
記
に
よ
り

一

無
料
千
・行
う
ニ
ル
ふ

で
き
る
場

一

１
の

一
筆
調
査
に
特
段
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
十
三
地
区
は
、
昨
年

度
よ
，―
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今

月
で

測
量

を
終

え
ま

す
ｃ
六
月
下
旬
ご
ろ
に
は
、
で

き
た
図
面
等
を
十
三
出
張
所
に

お
い

て
仮

り
関

覧
し

ま
す
の

て
、
そ
の
時
は
、
皆
さ
ん
、
お

忘
れ
な
く
目
を
通
し
て
確
め
て

下
さ
い
。

二

ヽ

め

一

子
、

，ヽ．

ヽ
ヽ

一

´
一

ヽ

で
　

，ヘ

で
　
）

一゙」

（

て
稲
が
丈
夫
に
■
育
す
る
よ
う

胴
到
珊

○

′
ｔ
ｆｒ
楽
の
時
期

も

終
わ

り
、
農
作
業
に
忙
し
い
毎
日
を

送

っ
イヽ
い

る
農

家
の

み
な
さ

ん
。
ご
く
ろ
う
さ
ん
で
す
。

①
　
さ
て
、、

こ
の
ご
ろ
の
よ

う
ｉ■
忙
し
く
な
る
と
、
気
ｉ■
な

る
の
は
家
膚
あ

防
火
の
こ
ル
・で

す
。
強

い
南
Щ
か
吹
ざ
、
急
に

気
温
が
上
が

ぅ
た
り
、
空
気
も

乾

い
て
く
る
と
ち
よ

っ
ル
あ

ス

キ
に
火
災
が
起
こ
り
ま
す
。

○
　
火
災
を
出
さ
な
い
た
め

に
、
ゼ

ひ
次
の
三
つ
を
実
行
し

そ
の

一
つ
は
、
就
寝
前
た
外

一
出
す
る
時
に
は
、
火
の
元
の
安

全
を
確
し
か
め
る
こ
と
。
就
寝

・
時
や
外
出
後
の
火
災
は
発
見
が

一
お
く
れ
か
ち
に
な
り
ま
す
。
し

一
た

が

っ
て
、
消
火

が
お

く
れ

一
て
、
大

火
ｉ■

な
り

か
ね

ま
せ

一
ん
。
と
く
に
、
死
者
を
出
す
場

・
合
は
、
就
寝
す
る
前
・」
十
分
火

気
に
注
意
し
な
か

っ
た
こ
と
に

一
よ
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

一　

Ｃ
　
そ
の
二
、
老
ノ
、、
子
ど

一
も
、
病
人
だ
け
を
家
に
Ｒ
い
て

一
外
出
し
な
い
よ
う
に
、
留
守
中

一
に
火
災
が
起
二
っ
て
焼
け
死
ぬ

一
場
合
も
あ
る
の
で
、
十
分
注
意

一
が
必
要
で
す
。
主
婦
の
外
出
中

一
に
幼
児
が

ス
ト
ー
プ
を
倒
し
た

一
り
、
火
遊
び
し
た
り
し
て
火
事

一
を
起

こ
し
、
あ
わ
れ
幼
い
命
を

一
失
な

っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
子

一
―
な
ど
を
も
た
せ
な
い
よ
う
に

一　

〇
　
そ
の
三
、
家
の
近
く
の

一
、

こ
の
ま
し
く
な
い
高

学
年
や
化
警
が
い
る
と
単
純

な
遊
び
や
い
た
ず
Ｌ
が
非
道

徳
化
、
粗
暴
化
し
、
ま
た
青

少
年
犯
罪
の
集
剛
化
の
原
因

を
つ
く
る
危
陸
竹
か
ち
―う
ま

す
。二

、
親
の
教
育

一
辺
倒
の

―

六

月

上

旬

か

ら

実

施

１

実
施
し
ま
十
っ
計
設
課
で
は
、　
月
上
旬
か
ら
現
地
二
人
る
予
定

準
備
作
業
ｔ
ほ
ぼ
終
わ
‐―
、
六

ィ
すヽ
。　
・

水道は便利だと喜ぶ主婦―相内地区で

夕
水
管
理
に
注
意
を
で

畑
な
ど
で
の
火
入
れ
に
よ
る
火

に
つ
と
め
な
け
オー
ば
な
り
ま
せ

災
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
消

ん
。

二
の
こ
ろ
の
平
均
気
温
は

え
た
と
思

っ
て
い
た
残
り
火
が

最
高
２０
度
Ｃ
か
ら
最
低
１０
度
Ｃ

燃
え
出
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

で
平
均

１５
度

Ｃ
前

後
で

す
か
　

○
　
次
に
林
野
火
災
の
防
止

ら
、
水
深
を
五
７
六

セ
ン
チ
ぐ

で
す
が
、
山
菜
取
り
な
ど
で
山

ら
い
に
し
て
水
温
の
Ｌ
昇
を
は

へ
人
る
機
会
が
多
く
な
る
に
つ

か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
ヽ
い
。
　
れ
て
各
地
で
山
火
事
が
発
生
し

た
だ
し
、
丈
夫
な
畑
苗
は
す

て
い
ま
す
＾
金
木
町
喜
良
市
で

ぐ
活
杵
す
る
の
子
特
に
深
水
ｌｒ
．
は
、
さ
き

」
ろ
二

一
〇
わ
―■
お

す
る
必
要
ｉｔ
あ
り
ま
せ
ん
っ
　
　
よ
ふ
山
火
事
が
あ
り
、　
一
瞬
に

稲
が
活
苦
し
て
か
ら
分
け
つ

し
て

一
億
円
の
損
害
を
受
け
て

最
盛
期
ま
で
の
期
間
は
、
気
温

い
ま
す
。

の
低
い
日

（
平
均
気
温
で
１５
度

　

○
　
林
内
で
の
く
わ
え

「
た

Ｃ
以
下
）
は
深
水
と
し
、
高

い

ば

こ
」
は
や
め
、
吸
い
が
ら
の

日

（
平
均
気
温
が
２０
度
Ｃ
以
上

後
始
末
は
完
全
に
す
る
と
と
も

）
は
浅
水
に
す
る
よ
う
に
心
が

に
、
た
き
火
は
厳
に
つ
つ
し
み

け
、
水
温
を
少
し
で
も
高
く
し

た
い
も
の
で
す
。

当
地
の
よ
う
に
自
然
的
な
環

境
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
地
域
で
の

水
管
理
は
、
保
温
が
大
切
で
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

水
の
か
け
ひ
き
は
気
温
に
右
左

さ
れ
や
す
い
の
で
、
稲
の
生
育

と
気
象
の
変
化
に
対
応
し
て
や

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
田
植
え
を
し
て
か

ら
分
け
つ
最
麻
期
ま
で
の
水
管

理
に

つ
い

て
考ヽ

え
て

み
ま
す

と
、
稲
は
二
、
三
日
た
て
ば
新

し
い
根
が
発
生
し
、
日
を
追

っ

て
長
く
な
り
、
五
日
か
ら

一
週

間
ぐ
ら
い
で
土
中
深
く
根
を
張

っ
て
抜
け
な
く
な
り
ま
す
。

い

わ
ゆ
る
活
若
期
に
は
深
め
に
水

を
か
け
、
水
温
を
高
め
る
こ
と

犬 を飼 うエチ ケツ ト

◆…かならずつないでおく

◆…登録して予防注射をう

ける

◆…いらない犬は捨てずに

役場へ連絡する

■ 舶 1-
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子夫 子彦

脇埼 相中

浦内 元玉 内里

ま
ち
が
い
や
す
い
印
紙
税

〈畑
嗣
　
鉄
一
⌒ぼ

〈に
趾
ふ紀
毒
⌒林

〈認
岬
谷珈
緩
⌒融

〈鶴
酬
チ嘆
コ和
（齢

〈酬
側
　
帥
碇
⌒博

〈晴
嚇
　
軸
破
（軒

〈蹴
嗣美
朧
堪
⌒鶴

〈伽
蔀
　
明鶏
⌒軒
　
　
一た）

〈幅
訓
　
綾
彬
⌒悧
△口載
｝

（相
耕真
敏馴
（協
　
　
鶉
）

〈以
馳
　雄
秘
（掛
　
　
珈
）

お
く
や
み申
し上
げ
ます

小
倉
良
太
郎

（
十
三
）
６３
才

本
荘
カ
ツ
エ

（
十
三
）
４９
才

工
藤

ツ
カ

（
十
三
）
７２
才

山
田
サ
キ

（
桂
川
）
８５
才

〈脚
櫛

〈離
榊

〈駐
帥
み
鉦礎
（翻

ご
誕
生
お
め
て
と
う

和
島
秀

一

（
磯
松
）
勇
喜
雄

笹
山
博
美

（
脇
元
）
善
三

木
場
彩
子

（
十
三
）

一
夫

山
内
珠
美

（
相
内
）
久
夫

横
山
る
つ
子

（
脇
元
）
兼
義

浦
田
繭
子

（
十
三
）
久

岡
本
敏
裕

（
相
内
）
邦
夫

櫛
引
竹
範

（
脇
元
）
範
忠

い
つ
ま
で
も
お
Ｌ
あ
わ
せ
に

〈様
馴
砂
額
悧
⌒疎
　
　
鯨
〕

〈蔵
曝　
優一預
（肝
海
道
））

禽
疎
牧

範
　
晰
）

〈轄
削
百錨
Ⅷ
⌒敵
　
　
に
）

/Jヽ鳴
警海

李緩
む相

35 33 3ι 30 o3 む暑 こと uこ

相
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
　
　
長
＝
奈
良
則
幸
△
環
境
整
備
部

△
会
長
＝
三
和
佐
市
郎
△
副

委
員
長
＝
奈
良
正
次
郎
△
校
外

＝
秋
田
谷
勇
男
、
三
和
弓
子
△

生
活
補
導
部
委
員
長
＝
奈
良
毅

理
事
＝
柏
谷
美
智
雄
、
三
和

ふ

△
成
人
教
育
部
委
員
長
＝
丸
山

み
よ
、
三
和
博
明
、
工
藤
鉄
之

幸
春
△
学
力
向
に
対
策
部
委
員

助
、
成
田
洋
子
、
三
和
早
苗
、
　
長
＝
山
本
正
高
Ａ
学
餃
給
食
部

万
谷
勝
則
、
渋
谷
政
太
郎
、
吉

委
員
長
＝
奈
良
蔦

田
鉄
美
、
村
山
き
み
よ
、
山
田

　

市
浦
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

つ
ぐ
子
、
木
津
谷
千
恵
、
山
田

　

△
会
長
＝
佐
藤
佐
吉
△
副
＝

光
雄
、
秋
田
谷
清
司
、
奈
良
京

白
川
行
雄
、
奈
良
幸
雄
、
小
山

子
、
工
藤
容
子
、
小
林
秀
子
、　
あ
ぐ
り
△
理
事
＝
工
藤
誠

一
郎

三
和
サ
ツ
、
角
谷
信
治
、
小
寺

ほ
か
三
十
六
人
△
監
事
＝
高
橋

チ
ヨ
、
米
谷
山

一
、
佐
藤
健

一
精

一
、
下
沢
徳
三
△
書
記
＝
前

中
山
佐

一
、
三
和
秀
哉
、
白
川

田
幸
治
△
会
計
＝
井
沢
進
△
総

孝
治
、
村
山
テ
リ
、
三
和
隆
、　
務
委
員
長
＝
本
荘
勉
△
生
活
指

下
山
福
好
、
三
和
琢
磨
、
三
和

導
委
員
長
＝
秋
田
谷
多
喜
郎
△

平
作
、
山
田
義
雄
、
三
上
キ
ヨ

成
人
教
育
委
員
長
＝
水
口
秀
天

工
、
佐

々
木
れ
い
子
、
山
田
節

△
環
境
整
備
委
員
長
＝
工
藤
誠

子
、
成
田
義
尚
△
監
事
＝
三
浦

一
郎
△
厚
生
委
員
会
＝
堀
川
重

兼
四
郎
、
三
和
芳
次
△
書
記
＝

郎

三
上
進
司
△
会
計
＝
奈
良
洋
子

　

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
相

中
野
高
志
　
　
　
　
　
　
　
　
内
支
部

脇
元
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
　
　
　

△
支
部
長
＝
白
川
孝
治
△
副

△
会
長
＝
葛

西
敬
太
郎
△
副

＝
秋
田
谷
多
喜
郎
、
山
田
光
雄

＝
俵
谷
作
之
進
△
監
査
＝
高
橋

下
沢
国

一
△
理
事
＝
秋
田
谷
信

精

一
、
三
上
敬
司
△
会
計
＝
櫛

義
、
山
田
義
雄
、
三
和
琢
磨
、

引

一
次
△
書
記
＝
石
田
栄

一　
　
一二
和
平
作
、
三
和
孝
治
、
安
保

十
三
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　

　

　

静
雄
、
三
上
晴
雄
、
吉
田
弘
、

△
会
長
＝
浜
田
春
士
△
副
＝

米
谷
山

一
、
村
山
八
四
郎
、
丁

加
納
ふ
み
え
、
有
馬
正
年
△
理

子
谷
勇
、
三
上
光
治
、
成
田
義

事
＝
大
沢
丈
己
、
本
荘
正
、
松

嵐

奈
良
源
悦
、
工
藤
肇
、
佐

橋
は
つ
え
、
浜
田
郁
子
、
成
田

々
木
松
雄
。
大
谷
軍
三
、
新
岡

和
枝
、
中
井
ツ
セ
子
、
中
島
八

新
光
、
秋
田
谷
長
三
郎
△
監
事

電
子
、
相
坂
幸
子
、
安
田
貴
美

＝
万
谷
勝
則
、
秋
田
谷
勇
男
△

代
、
湯
浅
イ
ミ
子
、
加
納
哲
子

事
務
局
長
＝
下
山
時
敏
△
会
計

豊
島
登
美
枝
、
成
田
サ
イ
子
、
　
＝
大
谷
軍
三

相
坂
範
子
、
古
川
ト
シ

エ
△
会

　

市
浦
村
体
育
協
会

計
＝
有
馬
正
年
　
　
　
　
　
　
　
△
会
長
１１
高
松
隆
三
△
副
＝

大
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
　
　
大
谷
軍
三
、
笹
田
精
喜
△
事
務

△
会
長
＝
奈
良
正
勝
△
副
＝

局
長
＝
白
川
隆
治
△
監
事
＝
下

木
村
政
　
、
青
山
玲
子
△
監
事

沢
国

一
、
渋
谷
誠

一

＝
奈
良
光
雄
、
山
本
春
美
△
特

別
会
計
＝
丸
山
永
雄
△
書
記
会

計
＝
斎
藤
友
男
△
総
総
部
委
員

② 噛珈:噸

-11陀 ―


